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知恵袋
日本赤十字社医療センターには、日本看
護協会が認定している専門看護師20人、
認定看護師28人がおり（2023年6月現
在）、それぞれの分野に特化した看護ケア
を患者さんに提供しています。本連載は、
私たち「専門看護師」「認定看護師」を皆
さんによりいっそう知っていただくため、耳
寄りな情報をリレー形式でお伝えします。

熱中症の予防策を知って、暑い季節を乗り切ろう
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熱
中
症
の
予
防

慢性疾患を抱える患者・家族に入院中や外来、地域
の関わりを通じて、効果的なケアを提供し、自己管
理や在宅療養をサポートします。

血糖管理に向けての支援を患者とともに行います。
また、糖尿病足病変予防のためフットケアを患者自
身で行えるよう支援します。

●専門看護師（CNS：Certified Nursing Specialist）
患者・家族に起きている問題を相対的に捉えて判断す
る力と広い視野を持ち、分野ごとの専門性を発揮しな
がら、施設全体や地域の看護の質の向上に努める。
●認定看護師（CN：Certified Nurse）
患者・家族により良い看護を提供できるよう、分野ご
との専門性を発揮しながら看護の質の向上に努める。

慢性疾患看護
専門看護師

糖尿病看護
認定看護師

暑
い
時
期
に
は
熱
中
症
が
話
題
に
な
り

ま
す
。
慢
性
疾
患
を
も
つ
人
や
高
齢
の
方

は
特
に
熱
中
症
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
日
常
の
生
活
の
中
で
全

て
の
人
に
起
こ
り
得
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は
熱
中
症
の
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
外
気
温
が
高
い
中
で
体
を

動
か
す
と
体
温
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
、
汗
を
か
い
た
り
、
皮
膚
の
血
管

を
拡
張
さ
せ
血
液
を
皮
膚
の
近
く
に
集
め

る
こ
と
で
体
内
の
熱
を
発
散
さ
せ
、
体
温

を
調
節
し
ま
す
。
し
か
し
、
気
温
が
高
い

時
に
は
体
温
調
節
が
う
ま
く
い
か
ず
、
大

量
の
汗
を
か
く
こ
と
で
水
分
が
失
わ
れ
脱

水
状
態
に
な
り
、
体
内
を
循
環
す
る
血
液

が
減
少
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
バ
ラ
ン
ス

が
破
綻
し
体
温
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
脱
水
と
循
環
血
液
量
の
減
少
で
全

身
に
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
た
状
態
が

「
熱
中
症
」で
す
。
め
ま
い
、立
ち
く
ら
み
、

筋
肉
痛
、
筋
肉
の
け
い
れ
ん
、
し
び
れ
、

意
識
障
害
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
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や
す
く
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重
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す
い
と
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わ
れ
、

特
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す
。
糖
尿
病
が
あ
る

人
は
、
糖
質
を
多
く
含
む
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
な
ど
で
水
分
補
給
を
す
る
と
血
糖
値

が
上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
体

温
上
昇
か
ら
血
行
が
良
く
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り
イ
ン
ス
リ

ン
の
効
き
が
促
進
さ
れ
低
血
糖
の
リ
ス
ク

が
上
が
り
ま
す
。
心
不
全
・
腎
不
全
が
あ

る
人
は
、
飲
水
・
塩
分
制
限
を
行
っ
て
い

る
場
合
、
脱
水
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
心
不
全
の
人
は
心
拍
出
量
が
低
下
し

て
い
る
場
合
に
は
熱
を
放
散
し
に
く
く
体

温
が
上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
精
神
疾

患
や
認
知
症
が
あ
る
人
は
、
自
身
の
体
に

出
た
症
状
に
気
づ
き
に
く
い
こ
と
も
あ

り
、
暑
さ
に
対
応
で
き
ず
他
者
か
ら
の
支

援
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
は
、
行
動
、
衣
服
、
住
ま
い
な

ど
の
工
夫
で
予
防
で
き
ま
す
。
ま
ず
、
行

動
で
は
、
運
動
や
庭
作
業
な
ど
は
涼
し
い

時
間
帯
に
実
施
し
、
日
陰
や
涼
し
い
場
所

で
休
憩
を
入
れ
ま
す
。
次
に
、
衣
類
は
、

吸
湿
性
・
速
乾
性
が
あ
る
通
気
性
の
良
い

素
材
の
服
を
選
択
し
、
熱
が
こ
も
り
や
す

い
黒
系
の
色
を
避
け
ま
す
。
日
傘
や
帽
子

の
使
用
も
お
勧
め
で
す
。
住
ま
い
の
工
夫

で
は
、
窓
か
ら
の
熱
を
遮
断
す
る
た
め
に

カ
ー
テ
ン
を
引
き
、
エ
ア
コ
ン
で
湿
度
・

温
度
を
調
整
し
ま
す
。
ま
た
、
保
冷
剤
・

冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
す
こ
と

も
有
効
で
す
。
最
後
に
、水
分
摂
取
で
す
。

塩
分
な
ど
の
電
解
質
を
含
む
経
口
補
水
液

な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
し
か
し
、
糖
尿

病
や
心
不
全
・
腎
不
全
が
あ
る
人
は
、
糖

質
や
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
が
必
要
で

す
の
で
、
ど
れ
く
ら
い
摂
取
す
れ
ば
よ
い

か
医
師
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
ら
の
予
防
を
行
い
、
暑
い
時
期
を
健
康

に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

産後の仕事復帰についての悩みを抱えている方も少
なくないのではないでしょうか。「復職を考えている
から初めからミルクだけ」や「復職時期に合わせて断
乳」と計画している方もいらっしゃると思います。で
も実際には早期の復職を考えている方でも、母乳育児
を諦めたり、断乳する必要はありません。母乳育児と
仕事を両立させるメリットとして、
●母乳には赤ちゃんにとって最適な栄養素や免疫物質
が含まれ、赤ちゃんは病気に罹りにくくなる。
●スキンシップにより日中ママと離れていても精神的
に安定しやすい。
●赤ちゃんがママのおっぱいを吸うと癒しホルモンと
呼ばれる「オキシトシン」が分泌され、ママのリ
ラックス効果もある。
などが挙げられます。具体的な方法として、朝仕事に
行く前と帰ってきた後、夜間に授乳をし、仕事中は日
中に１～２回程度搾乳して乳房に乳汁が溜まった状態
のままにしないようにすると、母乳育児を続けること
が可能になります。
当センターはWHOとUNICEFから「赤ちゃんにや
さしい病院」として2000年に認定を受けており、母
乳育児を成功させる10か条（一部抜粋）
●母親が出産後30分以内に母乳を飲ませられるよう
に援助する
●母親に授乳の支援を十分にし、もし、赤ちゃんから
離れることがあっても母親の分泌を維持する方法を
教えること
●母児同室にする　など
に基づき母乳育児支援を行っています。出産直後はマ
マの疲労は強かったり、赤ちゃんの吸う力も十分でな
かったり、なかなか母乳が出ないことも多くありま
す。当センターでは初めのうちの数滴の母乳であって
もシリンジ等で回収して赤ちゃんに飲ませてあげた
り、バックケア（背部の温罨法）による心身緩和への
介入、赤ちゃんとの新生活に自信や希望を持てるよう
にバースレビューを用いて分娩の振り返りを行うこと
で、退院後も母乳育児を継続できるよう支援していま
す。母乳育児が軌道に乗るには数カ月かかるといわれ

ています。必ずしも完全母乳を目指す必要はないと思
いますし、長期的な視点で赤ちゃんとママのペースで
楽しみながら母乳育児を続けていければ良いと考えて
います。
実際に私自身、当センターで出産を経験しました。
長女の時はなかなか乳汁分泌が追い付かなかったり、
乳頭亀裂による痛みで思い描いていたような授乳がで
きないことに涙したこともありました。入院中は助産
師さんに毎回授乳姿勢をみてもらったり、搾乳方法を
教えてもらったり、また疲れ切っているときにしても
らったバックケアに心身ともに支えられたのを覚えて
います。退院後は授乳サポート外来に通い、徐々に
ペースをつかみました。産後２カ月半で復職しました
が、疲れて帰った時に我が子を見ながら授乳している
時間はホッとできる何ともいえない幸せなひとときで
した。現在も０歳の次女を楽しく母乳育児しながら勤
務しています。

母乳育児と仕事を両立させることは多くのママに
とっての課題となるでしょう。小さな悩みでも良いの
で、当センターの授乳サポート外来や周産期スタッフ
にぜひご相談ください。一人一人の生活スタイルに
合った母乳育児の方法を一緒に考えていきましょう。

おんあんぽう

【初乳】初めは少量でもケ
アすることで徐々に分泌さ
れていきます。

【出産直後の分娩室での授乳】母児の状態
が安定している場合は分娩室で初回授乳を
行います。
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栄養課
西野 有南
Yuna Nishino

『世界でも活躍する日赤医療センター職員』
日本赤十字社は、海外における紛争の犠牲者や災害の被災者の救援を行う国際救援活動、
開発途上国の保健衛生状態の改善などを行う開発協力事業などの人道的活動を行っています。
当センターの職員も派遣されており、世界の人々の苦痛の軽減に取り組んでいます。
今回は、直近に派遣された２名の活動を紹介します。

皆様のお気持ちを確実に届けるために

トルコ・シリア地震での赤十字の支援活動（トルコ医療調査チーム）

2023年2月6日、トルコ南東部のシリアとの国境付近を震源と
する地震とその余震により、両国で多数の死傷者が報告されまし
た。日赤も含めた国際赤十字は地震発生のその日から被災者救援
に手を尽くし、今も避難生活等で困っている方々の支援活動を続
けています。
赤十字の強みは世界各国に現地の組織があり、たとえ外国の救
援団体が帰ってしまった後でも、支援を必要としている方々に
ずっと寄り添えることです。特に日赤は地震国の赤十字社とし
て、緊急救援だけではない中・長期的復興支援を早くから視野に
入れていました。具体的には同国で最大の人道機関であるトルコ赤新月社（現地の赤十字社にあたる）を通じ
て、緊急の資金援助から巡回診療等の保健医療支援、食料・物資の支援、活動を支えるボランティアの支援を
計画・実施しています。
活動を支えて下さる日本の皆様に心から感謝するとともに、これからもそのお気持ちを被災者に確実に届け
ていきます。

国際医療救援部　宮本 教子（事務職員）

看護師が、患者さんに聴診器を当てること。それは、患者さん
の身体の異常をいち早くキャッチし、適切な看護や治療に繋げる
大切な身体評価方法の一つです。日本の病院では当たり前に行わ
れていることですが、私が勤務したパレスチナ難民キャンプ内の
病院において聴診は「医師の仕事」とされ、看護師が実践する習
慣がありませんでした。そこで、講義を実施して看護師が聴診す
る必要性の理解を共有し、手技の練習をした上で、実際の臨床現
場で現地スタッフと一緒に患者さんに聴診を行いました。
数日後、産婦人科で働くスタッフから声をかけられました。「生
まれた直後の赤ちゃんの呼吸の様子がおかしかったので音を聴いたら、講義で習った異常音が聞こえた。すぐ
に医師に報告できたよ。ありがとう」。この手技の実践が定着し、技術が向上すれば、より多くの命が救われ
るきっかけになるかもしれない。そのような希望を持つことができた瞬間でした。

看護部　宇賀本 さおり（看護師）

聴診器の手技を練習する様子

聴診。多くの命を救うために

パレスチナ赤新月社の運営する病院への医療支援（レバノン・中東医療支援事業）

❶ 木綿豆腐はざるで水切りをし
ておく。

❷ ゴーヤをふたつ割りにしてワ
タを取って薄くスライスする。
人参は千切りにする。

❸ ②のゴーヤと人参をさっと湯
どおしして冷ます。

❹ ボウルに①の豆腐を手で潰し
ながら入れて、水気をしっか
り切った③とめんつゆを加え
て和えたら完成。

材料（１人分） 作り方

●ゴーヤ………………… 30g
●人参…………………… 10g
●木綿豆腐……………… 50g
●めんつゆ
  （2倍濃縮）  …… 小さじ1/2

栄養成分

エネルギー ……51kcal
たんぱく質 ……… 4.1g
脂質 ……………… 2.5g
炭水化物 ………… 3.2g
食塩 ……………… 0.2g
カルシウム …… 28mg
鉄 ……………… 0.9mg
ビタミンC……… 24mg

使用する材料の効果

ゴーヤのビタミンCと
豆腐のタンパク質で
夏を乗り切りましょう！

夏が旬のゴーヤにはビタミンCが多く含まれており、免疫力
の維持や肌を健康に保つ働きがあります。ビタミンCは水溶
性で熱に弱い栄養素ですが、ゴーヤは果皮が硬いため加熱に
よるビタミンCの損失が少ないといわれています。豆腐と和
えることでタンパク質も一緒に摂ることができます。これか
らの季節の一品にいかがでしょうか。

当センターの栄養課の職員がおすすめする体にも心にも優しい、
食べたら思わず笑顔になってしまうようなレシピを紹介するスマイルレシピ！
今回は西野有南管理栄養士が紹介する「ゴーヤの白和え」です。

スマイ
ルレシ

ピ●8 「ゴーヤの白和え」

日本赤十字社医療センターへご寄付いただき、誠にありがとうございました。
皆さまからの貴重なご寄付は、新型コロナウイルス感染症への対応にかかる費用、医療機器・材料
の購入費を含めた「病院事業運営資金」として大切に使わせていただきます。
ご芳志への感謝の気持ちを込め、ご芳名を紹介させていただきます。なお、許可をいただいた個人、
法人および団体名のみを掲載しています。

たくさんのご寄付や応援をいただきありがとうございます。

吉川　京二 さま
鈴木　秀行 さま
一般社団法人  銀河基金 さま
宝興産株式会社 さま
横川　綾子 さま

エヌ・ティ・ティ・コムチェオ株式会社 さま
社会福祉法人聖隷福祉事業団  聖隷こども園  こうのとり富丘 さま
佐々木　一浩 さま
NTTドコモ災害復興等応援社員募金 ドコモグループ社員一同 さま

※順不同

発災直後から支援を行うトルコ赤新月社　©TRCS

聴診器の手技を練習する様子




